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富 山 市 
  富山市の現況 ～都市特性と課題～  
 ②市街地の外延的拡大 
 ③高い自動車依存と公共交通の衰退  ①人口減少と超高齢化 
⇒ 生産年齢人口の減少による経済の縮小化 
   高齢化の進展に伴う社会保障費の増大 
⇒ ごみ収集や除雪等都市管理コストの上昇 
  中心市街地の衰退（→地価の低下） 
市街地の面積の拡大と人口密度の推移 
⇒ 「車を自由に使えない人」にとって極めて 
  生活しづらい街 
  
 公共交通の利用者数 
-１- ＦＵＴＵＲＥ ＣＩＴＹ ＴＯＹＡＭＡ 
＜概念図＞ 
 富山市が目指す「お団子と串」の都市構造 












  目指す都市像 ～コンパクトなまちづくりの基本方針～ 
ＦＵＴＵＲＥ ＣＩＴＹ ＴＯＹＡＭＡ -2- 
都心部だけではない全市的に行うコンパクトなまちづくり 
  コンパクトなまちづくりへの国際的な評価 
-3- ＦＵＴＵＲＥ ＣＩＴＹ ＴＯＹＡＭＡ 
 ＯＥＣＤ(経済開発協力機構)が世界各国を調査し、取りまとめた『コンパクトシティ
政策報告書』の中で、富山市の取組が先進５都市の一つとして取り上げられる 
         〔メルボルン、バンクーバー、パリ、ポートランド、富山市〕 
■コンパクトシティ政策報告書 『Compact City Policies』 ■ＯＥＣＤ国際会議（2012.6.13 ﾌﾗﾝｽOECD本部） 
※ＯＥＣＤホームページより  http://www.oecd.org/document/22/0,3746,en_2649_37429_50321238_1_1_1_37429,00.html 
・魅力度 ・必然性 ・適切な課題、目標設定と価値創造性 
・戦略性 ・事業性、熟度 ・本気度 





○北海道下川町 ○千葉県柏市、三井不動産（株）など ○神奈川県横浜市 ○富山県富山市 
○福岡県北九州市 
≪東北枠≫ 
○岩手県大船渡市、一般社団法人東日本未来都市研究会など ○岩手県釜石市 ○宮城県岩沼市 






  環境未来都市 選定 ～平成２３年１２月２２日～ 
「コンパクトシティ戦略による富山型都市経営の構築」 
～ ソーシャルキャピタルあふれる持続可能な付加価値創造都市を目指して ～ 
 選定理由 
 評価視点 
ＦＵＴＵＲＥ ＣＩＴＹ ＴＯＹＡＭＡ 




  提案内容  
１．公共交通を軸としたコンパクトなまちづくり 





   サスティナブル（持続可能）な都市を創出することにより、  
                       「誰もが暮らしたい・活力あるまち」を実現 
































ＦＵＴＵＲＥ ＣＩＴＹ ＴＯＹＡＭＡ 
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①住宅     ･･･ 環境配慮型住宅、自然エネルギーの活用 等 
②社会資本  ･･･ バリアフリー・ユニバーサルデザイン、歩行者優先道路 等 
③利便施設  ･･･ 商業・医療・福祉施設などの生活に必要な施設を適切に配置 等 
④その他      ･･･ 住民同士の交流の場となるオープンスペースの整備 等 
ＦＵＴＵＲＥ ＣＩＴＹ ＴＯＹＡＭＡ 
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  システムの設置 
②有用物質の抽出技術 
    の開発 
③バイオマスエネルギーの精製 
○周辺の事業所から 
  排出される廃熱、CO2、  
   下水処理場の栄養塩  
   を活用 
○富山湾から得られる 
  海洋深層水を活用 
○主に、医療・製薬産業 
   への活用 
○有用物質を抽出後、バイオエタノールやメタンガスを精製 
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  工場へ電力を供給 
○工場におけるエネルギーコストの縮減 
○バイオ技術の導入による高付加価値化 













  取組内容 ～⑤薬都とやま薬用植物栽培工場の構築～ 
ＦＵＴＵＲＥ ＣＩＴＹ ＴＯＹＡＭＡ 



































ＦＵＴＵＲＥ ＣＩＴＹ ＴＯＹＡＭＡ 
～ソーシャルキャピタルあふれる持続可能な付加価値創造都市を目指して～ 
http://www.city.toyama.toyama.jp/ 
